


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 l 家庭内介護限界要因と家庭内介護の最上 ･最低バターン
限 界 要 因 最上パターン 最低パターン ○印-最上パターン× . 低 ソ
A イ T3ノヽ - ホ へ トチ リB
1 同居家族員数 5人以上 2人 ○○○○~○○○○○○ ×
2 居 宝 数 6部屋以上 2部屋以下 ○○○(⊃ ×○○○○○ ×
3 生計中心者 .職業 息子 .常雇 介護者又はねたきり本人無収入 ○ ×○○○○○○○○ ×
4 介護者の年令 40-50才代 60才以上 ○○×○○○ ×○ × × ×
5 介護者の健康状態 特に自覚症状なし 医師が入院の必要を認めた場合 ○○○(⊃(⊃× × × ×○ ×
6 かわりの介護者の有.無 2人以上 なし ○○○ ×○○○ × × × ×
7 ねたきり老人本人の状態 入浴時.1部介護 全介護 ○○○○○○○○○○ ×
8 住宅の所有形態 持 ち 家 持ち家以外 ○○○○○○○○○○ ×
○老人ホーム ｢入所家族｣パターン- B,ィ,二,チ






ケlスN同宿家族敬 坐活者中の心職莱 介護年若令の続柄 介護者の健旗状態 代わり介Q)慕 ねたきり老人の状態 住宅所有形腔 ｢特 兼｣ 入 所 理 由
① 2常 勤〟自 営 業 61妻 捕密挽禿中 無 食.排可S48- 拷 介護をしていたが病弱なため勤めと介苦の両立田廿､生活のためつとめやめられない
㊨6 56次女 良 好 布 すべて可 持 本人次女の家に厄介になることが心苦しく､長男のいろ実家へ帰りたく家をとび出す毎日､しかし長男倒産､行方不明
@ 49長女.肉体的に困難 蘇 ､おむつ使用 焼き鳥屋経営のため介護困難
@2無 職′常 勤61夫 病 弱 蘇 全介護 持 介話者病弱のためねたきり老人を介護することができfJ:い
@ 2 釦 夫 肉体的に困難 無 食 可 持 老令夫婦であるため､近くに長女の家族いるが住宅市僻が悪くひきとり困難
3 72 妻 入院中 食 可 排一触介諮S5.10- 拷 蕃していた安が入院､介護すろものがいfJ:い (息子捕縛)
@6 35 校 肉体的に困難 無 全介護 持 長年全介誰､枚が面倒をみていたが､それでは生計が困軌こなる (義務教育3人)
@6サー ビス業31長TJ介許困難謹名は心肺5級 無 全介讃S51.12- 倍 介護者長吉別ま身障者 (並務教育3人)
@2畏 菜57夫 無 全介諮〟一部介護､右半身マヒ 持拷 丑の体が病弱してきているが､代りの介護老がいない
㊨3常 勤 36 # 無 長男夫村が横浜-転勤､ 1人く.らしになる
⑪5畏 菜35枚 蘇 嫁が介護に入ると働き手がなくなるため (中学生1､前校生 1)
㊨5常 勤 68 委 蘇 長女転勤 (生活中心者)､介護老妻は身障5級､孫の面倒みなければならない (先務政市3人)
㊥7 4 校 体に不調きたす 有 護者 体を悪くした
⑭4職 人(大工)52 疲労感 無 全介許〟 拷 介荘疲労のため病気になる
㊨ 3 51次女 足の手術謁 令 無 借 足の手術後体調憩い
⑯ 4常 勤〟′艮 菜 校IJ33 〝 蘇 全介諮 拷 母子tt朽 (較 !工n)のため介護をすると生杭できなくなる (義務教育2人)
⑰4 無 拷 介露者が働けなく7IL:つてしまうから
⑯5 無 持 部尿が2部屋しかない
㊥3 76純 無 〟食 可 退院を勧告されていろが朽令のため介護閃牡㊨76 4 枚 疲 労病 弱 持凱 6年前から枇 き｡の肋 而例をみてきたが､疲れてしか ､､父の枇 きりの世話まで脚 (詔 T^712)人12年r,l介護してきた枚 疲労 内兜 (来演教帝3人)
㊨2無 職 64 妹 身陀(リユ-7チ) 無 食 可 持 妹と二人<.らし､妹の体の調子が悪くなり姉の介護がむずかしくなった
㊨2 46次女 無 負.班.移可 持 ねたきり本人の世話をしてきた要の死亡に上り次女がひきとつたが､家庭の部冊で長く扶兼できない
㊨ 5 常 勤 58&* ガ ソ弱 令 無 全介護〟食 可 拷 介護老ガソで入坑中､回復困難､むこが家市､つきそいなしてきたが介鼓の限界､他の親族のひきとり同性
㊤6常 勤良 薬58校 無 拷 ねたきり木人以外に他のねたきり2人いる0枚が3人の介護をするのは困難
3自 営 業 17孫 息子が離解し､校がひきとって孫が面倒をみているが､弱令のためその蝶がみかねて申請
㊨ 5 常 勤32枚 心脚 蘇 食 可 倍 介護者心旋病で介誘因牡 (菰務教育1人)
㊨6常 勤良 菜39 媒 肝 臓 病 無 食 .班 .移可 持 世帯主脳出血で入院中､掛 ま肝抜病であり､孫が小さく介護困難 (義務政市3人)













































































































































ケースNo.同居家族員数 生計中心者の職 業 介護者の年 令 と続 柄 介護者の健 康状 態 ねたきり老人の 状 態 代わりの介護者有 無 住宅所有形態 申 請 理 - 由
① 2 自 営 41 肉体的精 食.入浴可 無 持ち家 次男敦嬉し､2人でくらしていたが､介次男 神的疲労 他は一部介助 護をしていると仕事ができない
② 3 自 営 58 肉体的に 全介護 〟 〟 老人夫婦と長女の3人ぐらし､父は自宅長女 困 難 (入院中) でねたきり､母は入院､2人の介護はできなし
③ 4 常 勤 27媛 妊 娠中 全介護 〟 〟 嫁妊娠､介護の継続は流産の恐れある
④ 2 無 戟 77 身障 4級自分 の事も不十 分 食.可 〟 〟 介護者自身2-3年まえからねたりおき妻 入浴全介助 たり､昨秋からほとんどねたきり
⑤ 2 常 勤(建設業) 65秦 乳がん手術後病弱 全介護 〟 〟 介護者乳ガン,介護困難
⑥ 2 無 聴 65妻 肉体的精神的疲労 食事以外介護 〟 借 家 不明
-78-

















(令 8ケ月と5日 ⑲ 3ケ月と1日 ㊨ 14日
@ 8日 ⑲ 6ケ月と2日 ㊨ 5日
③ 2ケ月と20日 ㊨ 2ケ月と26日 ㊨ 17日
㊨ 5ケ月と11日 ㊨ 5ケ月と3日 ㊨ 24日
G) 6ケ月と26日 ㊨ 1ケ月と4日 ㊨ 8日
@ 7ケ月と8日 ㊨ 2ケ月と8日 ⑲ 24日
@ 3ケ月と20日 ㊨ 2ケ月と11日 ⑪ 10日
@ 1ケ月と5日 ㊨ 2ケ月 と24日 ㊨ 4ケ月と2日
⑨ 5ケ月と6日 ㊨ 3ケ月 と10日 ㊨ 6ケ月と5日
⑲ 9ケ月と28日 由 2ケ月と21日 ⑩ 23日
⑪ 1ケ月と19日 ㊨ 2ケ月と21日 ㊨ 1ケ月と6日
⑫ 1ケ月と11日 ㊨ 2ケ月 と13日 ⑲ 18日
⑬ 8ケ月と15日 ㊨ 4ケ月 ㊨ 2ケ月と7日
⑩ 7ケ月と9日 ㊨ 2ケ月と9日 ⑲ 9日
⑮ 3ケ月と2日 ㊨ 1ケ月 と28日 ㊨ 8日
⑲ 6ケ月と17日 ㊨ 1ケ月と23日 ㊨ 2日
表 5 待機期間の長いケースと短いケース
ケース 同居家族 生計中心 介護者の年 齢 代わりの介護者 介護者の ねたきり老人の 状 態 住宅の所有 ｢牛‡養｣入所理由
Nu 員 数 者の職業 (続柄) こく.有 無 健康状態 ねたきり時期 形態
長 (刀 4 常 勤 47 蘇 通院中 排壮 食事可 持ち家 介護者か病身で通院中
し､ケ二一/ヽカス (高校生1人) (会社員ー (嫁~) S.52.7- 体力が全くなく.家電での介護困難② 2 無 職 86 無 脚 曙 が 全 介 護 持ち家 老齢美樹で,面倒をみている未が高齢で即時
月以上待 (夫) 弱く高齢 S.54.12- が弱く,介護困難
@ 6 常 勤 44 顔 柄 弱 食事のみ可 持ち家 農業のかたわら面倒を
LR (慧警 更 .(会社員ー農業 (壕) S.43- みてきたれ 10年来の疲労の め,病弱ぎみ
玩買 い (令 6 常 勤 58 無 脚隈が弱 全介護 持ち家 王の他にねたきりの者が2人おり(3人がねた 与 り 養ー 子 の妻(-















































































































































































































































































































表 7 ねたきり老人およびその家族に対する手当の支給 (都道府県の施策)






























































































































CZG) 藤井辰郎 ｢前掲雪｣ P.37.
位7)藤井辰郎 ｢前掲書｣P.35.
C28) 全国社会福祉協議会 ･全国民生委員児童委員協議会
F老人介護の実態｣昭和54年3月｡
CZg)IIの1,2,3については,私の57年度ゼミ生のう
ち,老人グループの諸君とともに研究したものをまと
めたものである｡
(30)堀勝洋｢日本型福祉社会論｣r季刊社会保障研究J東
大出版会,vol.17,Nal,P.47-48.
(31)拙稿 ｢前掲喜｣を参照されたい｡
62)経済企画庁総合計画局編 F2000年の日本一高齢化に
対応した福祉社会の形成-JP.72.
83)前掲喜 F2000年の日本lP.72.
伽)前掲雪 r2000年の日本IP.72-73.
(35)前掲書 T2000年の日本JP.73.
06)東京都社会福祉審議会 ｢高齢化社会にむけての東京
都の老人福祉施策とそのあり方について｣(答申),東
京都社会福祉協議会,昭和57年2月5日,P.21.
